
 1 

コロナ禍における取り組み 
⿅児島⼤学 法⽂学部法経社会学科 

3 年 市川ゼミ所属 ⽥村彗 
１取り上げる取り組み 
 コロナ禍で様々な農園・農場などが「オンライン収穫」という取り組みを⾏なってい
る。オンライン環境を利⽤し、収穫環境をリアルタイムで⾒学することができる。⽣産者
にアドバイスをもらいながら収穫するものを選ぶことができ、⽣産者の⼿で収穫したもの
は後⽇、郵送されるという取り組みだ。多くの農園・農場が参加しているため、代表とし
て稲刈り体験ができる横⽥農場を紹介する。 

 
図１（Peatix 横⽥農場オンライン収穫体験より） 

 
２企業について 
社名 
有限会社横⽥農場 
代表者 
代表取締役 横⽥修⼀（平成 20 年 1 ⽉より就任） 
所在地 
茨城県⿓ケ崎市塗⼾町 2047 
設⽴年⽉⽇ 
平成８年１⽉４⽇ 
資本⾦ 
３００万円 
従業員数 
社員７名, パート１名, アルバイト若⼲名 
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 有限会社設⽴は平成８年であるが、農場の歴史は⻑く、1182 年から続くとされている。
今回取り上げたオンライン収穫以外にもオンライン料理教室や YouTube での Live 配信な
どコロナ禍においても積極的に様々な取り組みを⾏なっている。それだけでなく、少⼈数で
広⼤な⼟地を管理するための最新技術の農業への適⽤、六次産業化の⼀つとして⽶粉を使
⽤したスイーツの販売も⾏なっている。 
 
３オンライン収穫について 
 オンライン収穫の特徴は、「収穫している現場をリアルタイムで⾒学できる」「⽣産者に
直接質問できる」といったものがある。今回は横⽥農場を例として取り上げたが、オンラ
イン収穫を主催したジャパンハーヴェストでは、オンライン稲刈り体験の他にもフルーツ
や野菜の収穫体験を様々な果樹園・農家が選択可能である。農作物の⽣産現場に興味があ
る⼈や農業についての興味がある⼈などは現場の声を聞くことができる貴重な経験となる
のではないだろうか。

 
図２（ジャパンハーヴェスト 2020 オンライン収穫体験より） 

横⽥農場はオンラインストアも開設し、同じ商品を販売しているが、オンライン収穫で購
⼊する場合は通常の収穫に加え様々な経費が上乗せされるため、少し割⾼となってしまう。
価格差に納得できるような付加価値の提供が今後の課題となる。 



 3 

 
 

図３（Peatix 横⽥農場オンライン収穫体験より）

 
図４（横⽥農場オンラインストアより） 

 
４考察 

コロナ禍において接触を減らすため、様々なサービスがオンライン化された。オンライ
ン化は効率的である反⾯、本来の良さを損なってしまう場合もある。オンライン収穫のメ
リットとしては、現地に⾏かずとも⽣産者と会話しながら収穫の様⼦を⾒学し、⽣産者か
ら直接、農作物を購⼊できるという点である。⼀⽅で、デメリットとしてはオンラインス
トアで購⼊する場合と⽐較してやや割⾼になってしまう、実際の収穫の経験とは異なって
しまうといった点がある。現時点でのオンライン収穫は本来の収穫体験の代替であるが、
オンライン収穫でしか得られない価値を創造、提供するということが今後の課題である。 
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４参考⽂献 
横⽥農場 公式 HP 
https://yokotanojo.co.jp/philosophy/ 
ジャパンハーヴェスト オンライン収穫体験 
https://japan-harvest.jp/harvest/ 
Peatix 横⽥農場オンライン収穫体験 
https://jh2020-yokotanojyo.peatix.com 
 


